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小
冊
子
「
津
田
の
歴
史
・
史
跡
め

ぐ
り
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
冊
子
に
基
づ
き
、

毎
年
三
世
代
交
流
に
よ
る
「
津
田

の
歴
史
・
史
跡
め
ぐ
り
」
を
行
っ

て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
残
し

伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
町
の
活

性
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
三
回
目
に
な
る
今
回
は
、

朝
九
時
に
津
田
中
学
校
に
集
合
し
、

約
百
人
が
二
班
に
分
か
れ
て
津
田

小
学
校
周
辺
の
十
カ
所
の
史
跡
等

を
、
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
な
が

ら
二
時
間
か
け
て
巡
り
ま
し
た
。

　
講
師
案
内
役
と
し
て
、
津
田
公

民
館
の
山
本
主
事
、
津
田
清
老
会

の
林
会
長
、
ほ
か
有
志
の
方
が
当

た
ら
れ
、
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
る
人
や
、
質
問
す

る
人
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
巡
っ
て
き
た
と
こ
ろ

の
歴
史
や
史
跡
に
つ
い
て
の
「
二

者
択
一
式
」
の
ク
イ
ズ
を
み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
解
い
て
い
く
な

ど
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
自

分
た
ち
の
町
の
良
さ
を
認
識
し
て

も
ら
う
絶
好
の
一
日
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

 《参
加
し
た
若
者
の
こ
と
ば
》

 　「
今
は
親
元
を
離
れ
て
い
る
が
、

長
男
の
た
め
い
ず
れ
は
同
居
す
る
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小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
三
世
代
が
揃
っ
て
、
津
田

町
の
歴
史
・
文
化
施
設
を
訪
ね
歩

く
催
し
を
、
昨
年
十
一
月
二
十
二

日
（
土
）
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
核
家
族
化
が
進
む
中
、

私
た
ち
津
田
の
町
と
し
て
も
例
外

で
は
な
く
、
親
か
ら
子
へ
子
か
ら

孫
へ
と
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た

地
域
の
歴
史
や
文
化
が
消
え
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
深
刻
な
状
況

で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
行
事
は
、
幸
い
に
も
、
徳

島
市
の
『「
地
域
の
力
」
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
』
に
津
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
が
応
募
し
て
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
島
田
会
長
を
中
心
に
郷

土
史
に
詳
し
い
方
々
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
三
年
の
年
月
を
か
け
地
域

の
歴
史
や
埋
も
れ
て
い
る
史
跡
な

ど
、
調
査
研
究
の
集
大
成
と
し
て

べ
き
だ
と
、
家
族
と
も
ど
も
再
認

識
し
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

山
裾
や
町
並
み
を
散
策
し
、
郷
土

の
歴
史
、
史
跡
な
ど
を
伝
承
し
、

友
人
知
人
、
ま
た
市
町
村
へ
と
発

信
し
た
い
。」

　
 「私
た
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
し
て
も
、
次
回
に
は
狸
の
古

戦
場
跡
な
ど
、
新
浜
地
区
を
中
心

に
史
跡
め
ぐ
り
を
計
画
し
、
さ
ら

に
多
く
の
三
世
代
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。」

史跡マップ⑥　法印屋敷と避病舎
　
津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
　

副
会
長
　
吉
村
　

文
夫

第
三
第
三
回回
　
三
世
代
交

三
世
代
交
流流

津
田
の
歴
史
・
史
跡
め
ぐ

津
田
の
歴
史
・
史
跡
め
ぐ
りり

史　跡　マ　ッ　プ

①　出張りの地蔵尊
②　平野邸の土塀
③　福村邸の石将軍
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⑤　山の神
⑥　法印屋敷と避病舎
⑦　穴観音、六右衛門大明神
⑧　山瀬佐蔵
⑨　首なし地蔵
⑩　丸池地蔵
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渭
東
の
古
刹
　
  　
　
　
　

 慈
光
寺
・
東
照
寺
     

渭
東
地
区
文
化
財
保
勝
会

　
　
西
原
　

正
己

シリーシリーズズ
名名所所・・旧旧跡跡

　「
渭
東
」が
町
と
し
て
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
た
の
は
、
蜂
須
賀
家
政

が
阿
波
に
入
国
し
て
か
ら
の
こ
と

で
す
。
渭
東
は
城
下
の
外
枠
の
位

置
に
あ
り
ま
し
た
が
、
水
軍
の
拠

点
（
安
宅
役
所
）
が
置
か
れ
、
そ

れ
に
か
か
わ
る
船
大
工
や
細
工
人
、

水
師
な
ど
の
町
と
し
て
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
渭
東
に
あ
っ
て
、
蜂
須
賀

家
や
町
民
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る

寺
院
の
う
ち
二
カ
寺
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
蜂
須
賀
至
鎮
が

京
都
南
禅
寺
の
梅
心
を
開
山
と
し

て
招
き
、
名
東
郡
八
万
村
に
創
建

し
た
広
雲
寺
が
前
身
で
、
慶
長
十

一
（
一
六
〇
六
）
年
、
至
鎮
の
生

母
生
駒
氏
が
没
す
る
と
、
城
下
に

移
し
て
そ
の
墓
所
と
し
、
生
駒
氏

の
法
名
（
慈
光
院
）
を
当
て
て
寺

名
を
慈
光
寺
と
改
め
、
伽
藍
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
南
山
・
春
叢
・
陽
関
ら
の
名
僧

が
次
々
輩
出
し
、
こ
こ
の
禅
堂
に

は
道
を
求
め
る
雲
水
た
ち
が
各
地

か
ら
集
ま
り
隆
盛
を
き
わ
め
ま
し

た
。

　
墓
地
に
は
、
家
政
正
室
や
重
臣

た
ち
の
墓
の
ほ
か
に
、
赤
穂
義
士

の
近
松
勘
六
・
奥
田
貞
右
衛
門
の

母
、
近
松
カ
メ
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　
阿
波
藩
士
仁
尾
清
右
衛
門
の
娘

に
カ
メ
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。

カ
メ
は
夫
に
仕
え
、
前
妻
の
子
、

行
重
（
の
ち
の
勘
六
）
を
わ
が
子

の
よ
う
に
愛
育
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
に
貞
右
衛
門
と
い
う
実
子
が

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
同
藩
士
奥
田

孫
太
夫
に
子
ど
も
が
な
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
養
子
と
し
ま
し
た
。

の
ち
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年

十
二
月
赤
穂
義
士
四
十
七
人
が
吉

良
邸
へ
討
ち
入
り
し
、
そ
の
翌
年

二
月
泉
岳
寺
に
て
切
腹
し
ま
し
た
。

カ
メ
は
そ
の
七
年
後
の
宝
永
七

（
一
七
一
〇
）
年
に
こ
の
世
を
去

り
、
こ
の
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
幕
府
か
ら
徳
島
藩
に
預
け

ら
れ
、延
宝
八（
一
六
八
〇
）年
、福

島
屋
敷
で
自
刃
し
た
旧
下
総
佐
倉

藩
主
堀
田
正
信
の
墓
も
あ
り
ま
す
。

　
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
に
創

建
さ
れ
、
古
く
は
不
断
寺
と
い
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
約
六
十
年

後
、
今
の
本
尊
十
一
面
観
音
像
が

安
置
さ
れ
て
か
ら
今
の
名
称
の
東

照
寺
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
寺
宝
に
鎌
倉
後
期
の
作
品
で
本

尊
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
が
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
八

月
九
日
に
国
の
重
要
文
化
財
（
彫

刻
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
左
手

を
ひ
ざ
の
上
に
置
い
て
、
掌
に
宝

珠
を
載
せ
、
右
手
で
錫
杖
を
持
つ

の
は
普
通
の
地
蔵
菩
薩
と
同
じ
で

す
が
、
座
り
方
が
少
し
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
左
脚
を
踏
み
下
げ
た
ス

タ
イ
ル
で
す
。

　
座
高
は
八
六
・
六
㌢
、
寄
木
造

り
で
、
眼
は
水
晶
を
用
い
た
玉
眼

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
は

仏
像
の
眼
に
現
実
感
を
与
え
る
た

め
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
鎌

倉
時
代
以
降
の
作
例
に
一
般
的
に

見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
当
初
は
、

彩
色
が
鮮
や
か
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
現
状
で
は
剥
げ
落
ち

て
い
ま
す
。
丸
々
と
し
た
頭
部
を

持
ち
、
体
躯
に
も
ど
っ
し
り
し
た

重
量
感
の
あ
る
像
で
、
重
な
り
合

う
衣
に
は
複
雑
な
動
き
を
持
つ
襞

が
数
多
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

（「
渭
東
を
め
ぐ
る
」
よ
り
）

（
渭
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

慈慈慈慈慈慈慈慈慈慈

光光光光光光光光光光

慈
　
光
　
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺

 （福
島
一
丁
目
一
〇
ー
七
三
）

東東東東東東東東東東

照照照照照照照照照照

東
　
照
　
寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺
 （福
島
二
丁
目
三
ー
七
）
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セ
ン
で
開
催
。
最
長

寿
（
百
八
歳
）、
長

寿
（
百
歳
以
上
）、

米
寿
、
喜
寿
、
金
婚

の
方
に
祝
い
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
、
来

賓
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、

小
学
校
児
童
か
ら

「
敬
老
の
こ
と
ば
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
楽
し
み
演
芸

会
」
で
は
、
幼
稚
園

児
の
歌
と
踊
り
、
小

学
校
三
年
生
児
童
の

歌
と
演
奏
、
小
学
校

児
童
の
金
管
演
奏
、

「
阿
波
藍
連
」
の
阿

波
踊
り
等
十
三
組
が

出
演
し
、
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

四
　
社
協
活
動
の
支
援
者

　
社
協
の
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、

社
会
福
祉
事
業
を
営
む
方
に
、
支

援
を
お
願
い
し
、
共
に
地
域
福
祉

に
取
り
組
む
仲
間
と
し
て
、
次
の

方
に
社
協
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
祥
会
様
、
明
和
福
祉
会
様
、
鮎

喰
川
福
祉
タ
ク
シ
ー
様

（
南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）
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活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいい活動についててててててててててててててて

一
　
 味
 
あ
じ

 菜
 
さ
い

 会
 
か
い

　
独
居
の
高
齢
者
百
二
十
四
名
の

う
ち
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
を
対
象
に

毎
月
一
回
（
七
～
九
月
を
除
く
）、

昼
食
会
を
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。
民

生
児
童
委
員
、
女
性
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ａ
ｉ
の
方
々
が
、
季
節
の

献
立
を
工
夫
し
、
旬
の
食
材
を
で

き
る
だ
け
持
ち
寄
り
、
前
日
か
ら

準
備
・
調
理
し
た
素
敵
な
昼
食
と
、

季
節
の
折
り
紙
が
テ
ー
ブ
ル
に
並

べ
ら
れ
ま
す
。

　
食
事
の
前
に
、
市
保
健
師
の
検

温
・
血
圧
測
定
と
保
健
の
話
、
国

府
町
府
中
交
番
の
方
に
よ
る
防
犯

の
話
等
、
当
月
誕
生
日
の
方
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
味
菜
会

は
、高
齢
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
合

計
八
十
～
百
名
）
の
和
気
あ
い
あ

い
の
会
話
が
弾
む
中
で
進
み
、
最

後
に
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
唱
歌
、

童
謡
等
を
合
唱
し
「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
で
す
。

二
　
戦
没
者
追
悼
の
集
い

　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
五
日
に

戦
没
者
の
御
霊
を
迎
え
戦
没
者
追

悼
の
集
い
を
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。

前
年
ま
で
は
社
協
と
遺
族
会
の
共

催
で
、
遺
族
の
方
の
み
に
案
内
し

「
慰
霊
祭
・
神
式
又
は
仏
式
」
と

し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

か
ら
は
、
町
内
会
連
合
会
も
共
催

に
加
わ
り
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ま

に
案
内
、
参
列
を
い
た
だ
き
、「
追

悼
の
集
い
・
無
宗
教
」
を
開
催
し
、

再
び
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
す
こ

と
の
な
い
よ
う
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
、
壇
上
の
白
菊
で
飾
ら
れ

た
地
区
出
身
の
百
九
十
五
柱
の
御

霊
に
各
自
献
花
し
ま
し
た
。

三
　
敬
老
会

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
、

七
十
五
歳
以
上
（
対
象
八
百
十
二

名
）
の
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
を
百

三
十
五
名
の
出
席
を
得
て
、
コ
ミ

味菜会（平成26年3月13日）の会食風景

敬老会
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テ
レ
ビ
も
、
ラ
ジ
オ
も
天
気
予

報
は
、
雨
。
そ
れ
で
も
ま
だ
晴
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
…

　
十
一
月
九
日
（
日
）
徳
島
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
が
、
主
会
場

と
な
っ
た
上
八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
第
五
ブ
ロ
ッ
ク

に
所
属
す
る
八
万
、
八
万
中
央
、

一
宮
、
入
田
、
上
八
万
の
協
議
会

が
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
十
時
か
ら
開
会
、
徳
島
市
長
原

秀
樹
様
、
市
議
会
議
員
加
村
祐
志

様
、
ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
外
は
雨
が
だ
ん
だ
ん
本
降
り
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
雨
が
降
っ

て
も
行
う
と
の
こ
と
で
、
雨
な
ど

気
に
せ
ず
各
協
議
会
は
テ
ン
ト
に

囲
い
を
し
て
、
実
施
し
ま
し
た
。

お
餅
つ
き
か
ら
、
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
、

植
木
、
野
菜
、
焼
き
そ
ば
、
綿
菓

子
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

し
い
た
け
、
う
ど
ん
等
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
、ま
た
、お
茶
席
、マ
ッ

サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
等
模
擬
店
は
大

人
気
で
し
た
。
ま
た
、
演
芸
大
会

も
少
し
会
場
が
狭
い
こ
と
も
あ
り
、

熱
気
ム
ン
ム
ン
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
一
宮
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
発
し
て
、
一

宮
城
趾
を
目
指
し
て
歩
く
約
四
㎞

コ
ー
ス
で
す
。「
地
域
に
詳
し
い
人

が
説
明
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
抽
選
会
は
、
一
宮
コ
ミ
セ
ン

が
担
当
で
、
発
表
の
た
び
、
歓
声

が
上
が
り
賑
わ
い
ま
し
た
。
用
意

し
た
抽
選
券
四
百
枚
が
、
ほ
と
ん

ど
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
五
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、

市
民
協
働
課
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て

各
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
上
八
万
で
行
わ
れ
た
徳
島
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
は
、
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
の
お
祭
り
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上八万まちづくり協議会
会長　阿部　増江

徳島市コミュニティまつ徳島市コミュニティまつりり
会場の様子

ウォーキング

演芸大会

八万コミュニティ推進協議八万コミュニティ推進協議会会

「八万文化祭『三十年の歩み「八万文化祭『三十年の歩み』』
“そのせ”」の発　　“そのせ”」の発行行

　
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
七
日

八
万
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落

成
式
を
機
に
、
そ
の
翌
年
の
昭
和

六
十
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

～
二
十
四
（
日
）
に
、「
第
一
回

八
万
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
、
昨

年
十
一
月
十
五
日
（
土
）
～
十
六

日
（
日
）
に
三
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は

何
も
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
輝
か
し
い
「
第
三
十
回
目
」

に
当
た
る
節
目
の
年
に
、
何
か
記

念
に
残
る
成
果
物
の
発
行
を
と
企

画
し
ま
し
た
の
が
、
記
念
誌
「
八

万
文
化
祭
『
三
十
年
の
歩
み
』供
そ

の
せ
僑」
の
発
行
で
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、「
八
万
文
化
祭

『
三
十
年
の
歩
み
』供
そ
の
せ
僑」

第24回
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編
集
委
員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。特
に「（
一
）

挨
拶
・
祝
辞
・
関
係
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
編
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

徳
島
市
の
原
市
長
並
び
に
石
井
教

育
長
、
他
多
く
の
関
係
に
も
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
内

容
の
濃
い
記
念
誌
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。
詳
細
は
、
左
記
の
「
主
な

内
容
」
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
、
非
売
品
の
限

定
発
行
と
い
う
こ
と
で
、
希
望
者

全
員
に
配
布
す
る
こ
と
が
困
難
な

為
に
、
徳
島
県
立
図
書
館
・
文
書

館
や
徳
島
市
立
図
書
館
等
に
寄
贈

し
て
あ
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、
是
非
お
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
事
務
局
に
も
送
付
し
て
あ
り
ま

す
。

○
主
な
内
容
:
 （一
） 挨
拶
・
祝
辞
・
関
係

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
編
／
 （二
） 本
編

 （三
十
周
年
の
歩
み
） ／
 （三
） 受
章
・
顕
彰

コ
ー
ナ
ー
編
／
 （四
） 思
い
で
の
ス
ナ
ッ

プ
・
資
料
編
／
 （五
） 編
集
後
記

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

阿
波
の
名
医

　
現
在
の
徳
島
大
学
医
学
部
・
薬

学
部
の
淵
源
と
い
わ
れ
る
小
原

春
造
は
、
沖
洲
墓
地
内
の
木
立
の

も
と
、
訪
れ
る
人
も
少
な
く
、
静

に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
春
造
は
、
応
神
町
か
ら
京
都
に

出
て
開
業
医
を
営
ん
で
い
た
父
、

澤
玄
重
の
二
男
と
し
て
宝
暦
十

二
（
一
七
六
二
）
年
、
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
若
く
し
て
「
日
本
の
リ
ン
ネ
」

と
も
い
わ
れ
た
小
野
蘭
山
に
師

事
し
て
本
草
学
（
薬
学
）
を
学
び
、

各
地
で
医
学
・
本
草
・
金
石
（
鉱

物
）
の
調
査
研
究
に
携
わ
り
、
そ

の
英
才
ぶ
り
は
周
囲
か
ら
も
認

め
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
お
り
し
も
当
時
、
阿
波
藩
で
は

医
師
学
問
所
と
薬
園
の
併
置
開

設
を
準
備
し
て
お
り
、
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
、
春
造
は
父
の

出
身
地
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て

藩
医
お
よ
び
学
問
所
の
講
主
と

し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　
徳
島
市
沖
洲
町
舟
戸
南
に
宅

地
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
居
宅
を
医

師
学
問
所
に
充
て
、
付
近
に
薬
園

を
設
置
し
、
医
生
を
集
め
て
医
育

を
始
め
ま
し
た
。

　
幕
藩
時
代
、
医
師
に
な
る
た
め

に
は
、
他
の
医
家
に
入
門
し
て
修

行
す
る
、
い
わ
ゆ
る
徒
弟
教
育
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
春
造
の
医
育
に
は
、

こ
の
時
代
、
画
期
的
な
取
り
組
み

で
あ
り
、
徳
島
の
医
学
・
医
育
・

本
草
学
の
礎
を
築
き
、
こ
れ
が
現

在
の
徳
島
大
学
医
学
部
な
ら
び
に

薬
学
部
の
淵
源
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん

で
し
ょ
う
。

　
春
造
の
残
し
た
著
作
の
な
か
で

も
目
を
見
張
る
の
は「
阿
淡
産
誌
」

で
、
親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
完
成

し
た
彩
色
図
譜
で
す
。
当
時
の
阿

波
・
淡
路
両
国
の
本
草
・
金
石
・

虫
魚
・
鳥
獣
な
ど
を
掲
載
し
、
そ

れ
ら
の
名
称
・
形
態
・
産
地
・
用

途
・
効
能
な
ど
を
記
述
し
た
も
の

で
す
。

　
明
治
五
年
に
徳
島
県
庁
で
稿
本

が
発
見
さ
れ
、
一
三
六
巻
五
十
七

冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
は
東
京

国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
写
本
の
一
部
が
徳
島
市
立

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
閲

覧
す
る
と
、
文
脈
は
と
も
か
く
、

淡
彩
色
な
が
ら
繊
細
に
描
か
れ
た

画
の
美
し
さ
に
息
を
の
み
ま
す
。

　
春
造
は
六
十
一
歳
で
没
し
、
そ

の
墓
碑
は
門
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
今
と
な
っ
て
は
、
法
名
「
問
寿

院
答
明
峒
山
居
士
」
の
刻
印
が
、

苔
む
し
た
墓
碑
の
正
面
か
ら
か
す

か
に
読
み
取
れ
る
ば
か
り
で
す
。

小
原
春
造

小 小
 
お

原 原
 
は
ら

春 春
 
し
ゅ
ん

造 造
 
ぞ
う

小原春造の墓碑

文責：三木敏史
　　 （『そのせ』 編集委員長）
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青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
研
究
開
発
に
よ

り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
い
た
徳
島
大

学
工
学
部
卒
の
中
村
修
二
博
士
は

徳
島
学
界
の
誇
り
で
す
。
日
本
薬

学
の
祖
と
い
わ
れ
る
永
井
長
義
博

士
も
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、医
学
・
医
育
・
本
草

学（
薬
学
）の
基
礎
を
築
き
、現
在

の
徳
大
医
学
部
・
薬
学
部
の
淵
源

を
作
っ
た
小
原
春
造
も
広
く
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

津
田
の
歴
史
め
ぐ
り
で
も
、
山
瀬

佐
蔵
の
墓
石
説
明
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。と
て
も
よ
い
試
み
で
す
。

　
渭
東
の
古
刹
慈
光
寺
・
東
照
寺

の
紹
介
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
蜂

須
賀
家
政
の
正
室
生
駒
氏
の
墓
が

あ
り
、
初
代
藩
主
至
鎮
の
生
母
で

あ
り
貴
重
な
説
明
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
有
名
な
赤
穂
浪
士
の

中
に
、近
松
勘
六
の
育
て
の
母
カ
メ

が
お
り
、
勘
六
討
ち
入
り
の
前
に

カ
メ
を
訪
ね
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ

と
い
う
秘
話
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
西
富
田
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の

紹
介
は
、
福
祉
部
会
の
ユニ
ー
ク
な

活
動
は
大
き
な
参
考
に
な
る
で

し
ょ
う
。南
井
上
の
敬
老
会
、
戦
没

者
追
悼
の
集
い
は
地
域
づ
く
り
の

根
幹
と
な
る
も
の
で
す
。
八
万
文

化
祭「
三
十
年
の
歩
み
」は
歴
史
を

積
み
重
ね
る
で
し
ょ
う
。

（
佐
藤
義
忠
　
記
）
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西富田コミュニティ協議会
広報部　岡田　佳子

地地域域住住民民福福祉祉向向上上のの
一一助助ととししてて

　
西
富
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
組
織
に
、
総
務
部
、
福
祉
部
、

文
化
厚
生
部
、
健
康
部
、
環
境
部
、

防
災
部
、
広
報
部
の
七
つ
の
専
門

部
会
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
福
祉
部
会
が
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
を
願
い
、
年
間
五
回

開
催
し
て
い
る
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
区
内
で
六
十
五
歳

以
上
の
方
々
を
対
象
と
し
、
物
作

り
や
対
話
の
機
会
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
始
め
ま
し
た
。
既
に
、
本

年
度
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
は

い
ず
れ
も
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

て
い
ま
す
。

　
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
第
一

回
は
六
月
十
五
日
に
「
げ
ん
こ
つ

飴
」
を
作
り
ま
し
た
。
講
師
に
、

伊
賀
町
の
料
理
研
究
家
青
木
訓
子

先
生
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

昔
懐
か
し
い
お
菓
子
（
飴
）
で
、

は
っ
た
い
粉
と
き
な
粉
の
香
ば
し

い
香
り
と
甘
さ
に
、
和
気
あ
い
あ

い
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
第
二
回
は
、
八
月
十
八
日
「
カ

ラ
ー
ろ
う
そ
く
」
を
作
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
岩
佐
重
明
公
民
館
長
で
、

原
料
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
溶
か
し
、

好
み
の
色
の
ク
レ
ヨ
ン
を
削
っ
て

型
に
流
し
、
固
ま
っ
た
ら
仕
上
が

り
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
何
色
も
の

重
な
り
に
、
皆
さ
ん
童
心
に
返
り

大
喜
び
で
し
た
。

　
第
三
回
は
、
十
月
十
日
に
「
未

の
干
支
」
を
作
り
ま
し
た
。
講
師

は
伊
賀
町
の
伏
谷
和
子
さ
ん
で
、

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
で
作
っ
た
可
愛

い
掛
け
軸
で
す
。
和
紙
を
細
か
く

ち
ぎ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
が
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
表
情
豊

か
な
作
品
で
、
平
成
二
十
七
年
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
第
四
回
は
、一
月
十
九
日
に「
石

彫
勾
玉
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
作
り
ま

し
た
。
講
師
は
岩
佐
重
明
公
民
館

長
で
、
昔
懐
か
し
い
ろ
う
石
（
滑

石
）
に
、
型
を
描
い
て
肥
後
守

（
小
刀
）
で
削
り
、
ペ
ー
パ
ー
で

仕
上
げ
ま
す
。
小
学
生
が
夏
休
み

に
公
民
館
の
「
物
作
り
講
座
」
で

上
手
に
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
思
う
よ
う
に
は
出
来
ず
、

勾
玉
と
は
違
っ
た
作
品
と
な
っ
た

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
だ
あ
と
一
回
、
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
毎

年
い
ろ
い
ろ
な
物
に
取
り
組
み
、

地
域
住
民
の
方
が
、
楽
し
ん
だ
り

懐
か
し
が
っ
た
り
し
て
和
気
あ
い

あ
い
と
過
ご
せ
る
計
画
を
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

げんこつ飴

カラーろうそく

未の干支


